
 

第
四
十
回 

 

白
謡
会
・
研
究
会
番
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
四
〇
分
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

於
・
横
浜
能
楽
堂
研
修
舞
台
（
０
４
５
・
２
６
３
・
３
０
５
０
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

連 
 

吟 
梅 

 
 

シ
テ 

小
林 

宏
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
謡
・
◎
青
山
圭
佑
、
〇
天
野
忠
雄
、
〇
森 

庸
一
、
他
男
性 

 
 

 

田 

村 

シ
テ 
大
久
保 

勝
子 

地
謡
・
◎
三
野
仁
子
、
〇
菅
原
秀
子
、
○
尾
崎
純
子
、
他
女
性 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

素 
 

謡 

ツ
レ 

山
口 

健
次 

 
 

 
 

 

白 

鬚 
 

 
  

シ
テ 

中
山 

眞
秀 

 

ワ
キ 

 
西
澤 

滋
幸 

 

地
謡
・
◎
平
戸
仁
英
、
〇
山
形
隆
康
、
〇
森
川
洋
子 

仕 
 

舞 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難 

波    
     

  

松
島 

總
子 

    

東 

北
キ
リ 

 
 

 

中
尾 

操 

笹
之
段 

 
 

 
 

 
 

 

小
島 

洋
子 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
謡
・
平
戸
仁
英
、
関
口 

潔
、
河
野
健
三
、
尾
崎
純
子
、
森 

庸
一 

 

素 
 

謡 

 

子
方 

高
井 

倫
子 

 
 
 
 
  

 
 

百 

萬 
 

 
  

シ
テ 

長
谷
川
次
八 

 
 

 

ワ
キ 

姥
澤 

賢 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 
 
 

地
頭
・
◎
三
武 

孝
、
〇
舍
川
重
隆
、
〇
小
島
洋
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

素 
 

謡 

 
 

 
 

 
 

源
氏
供
養 

 
 

シ
テ 

糸
井 

多
倍
子 

 
 

ワ
キ 

河
野 

健
三 

 

ワ
キ
ツ
レ 

齋
藤 

三
紀 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
謡
・
◎
関
口
潔
、
〇
山
形
隆
康
、
〇
北
島
大
靖 



 

仕 
 

舞 
 

道
明
寺 

 
 

 
 

 

北
島 

大
靖 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
輪
ク
セ 

   
    

   

堤 

美
代
子 

実
盛
ク
セ 

 
 

 
 

 

龍
田 

啓
子 

女
郎
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

加
藤 

千
恵
子 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
謡
・
平
戸
仁
英
、
舍
川
重
隆
。
青
山
圭
佑
、
神
崎
克
子
、
山
口
健
次 

 

素 
 

謡 
 

ツ
レ 

越
後
貫 

隆 

千 

手 
 
 

 

シ
テ 

石
井 

静
江 

 
 

 
ワ
キ 

菅
原 

秀
子 

 

地
謡
・
◎
舍
川
重
隆
、
〇
鈴
木
邦
子
、
〇
山
口
健
次 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

連 
 

吟 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杜 

若  
 

シ
テ    

天
野 

忠
雄 

  

地
謡
・
北
島
大
靖
、
西
澤
滋
幸
、
中
山
眞
秀
、
森
庸
一
、
斉
藤
千
賀
子
、
佐
川
武
子
、
齋
藤
三
紀
他 

 
    

素 
 

謡 
 

ツ
レ 

堤 

美
代
子 

花 

筐 
 

 
 

 

シ
テ 

 

三
野 

仁
子 

ワ
キ 

鈴
木 

紀
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
ワ
キ
ツ
レ 

中
尾 

操 

後
ワ
キ
ツ
レ 

鈴
木
幸
子 

 

地
頭
・
◎
鈴
木 

邦
子
、
〇
深
田
晴
美
、
〇
神
崎
克
子
、
他
地
謡
女
性 

 

仕 
 

舞 
 

 

巻 

絹 
 

 
 

 

斉
藤
千
賀
子 

遊
行
柳
ク
セ 

 
 

 
 

 

森
川 

洋
子 

松 

虫
キ
リ 

 
 

  

橋
本 

鏡
子 

地
謡
・
平
戸
仁
英
、
北
島
大
靖
、
姥
澤
賢
、
小
林
宏
三
、
長
谷
川
次
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 

連 
 

吟 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柏  

崎 
 

 

シ
テ 

尾
崎 

純
子 

地
謡
・
加
藤
千
恵
子
、
三
野
仁
子
、
龍
田
啓
子
、
中
尾 

操
、
齋
藤
三
紀
、
関
口
三
紀
他 

 
 

山 

姥  
 

シ
テ  

西
尾 

ま
つ
枝 

 

地
謡
・
橋
本
鏡
子
、
松
島
總
子
、
小
島
洋
子
、
永
野
由
紀
子
、
関
口
節
子
、
竹
川
綾
子
他 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

素 
 

謡 

子
方 

斉
藤
千
賀
子 

ツ
レ 

 

龍
田 

啓
子 

 

歌 

占 
 

  
 

シ
テ 

 

内
田 

節
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
謡
・
◎
深
田
晴
美
、
〇
三
武 

孝
、
〇
関
口 

潔 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
演
午
後
四
時
半
頃
） 

附
祝
言 

       

注
① 

素
謡
の
省
略
箇
所 

 

「
白
鬚
」
＝
四
丁
裏
の
上
歌
と
ク
リ
を
省
き
、
サ
シ
へ
跳
ぶ 

 

「
百
萬
」
＝
四
丁
表
の
ワ
キ
「
こ
れ
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
・
・
よ
り
省
き
、
ク
リ
の
シ
テ
「
げ
に
や
・
・
へ
跳
ぶ 

 

「
源
氏
供
養
」
＝
①
ワ
キ
の
道
行
と
下
歌
を
省
く 
 

②
ク
リ
、
サ
シ
を
省
く
（
イ
ロ
エ
か
ら
ク
セ
に
跳
ぶ
） 

 

「
千
手
」
＝
五
丁
裏
の
ツ
レ
「
い
か
に
千
手
の
前
・
・
よ
り
省
き
、
七
丁
裏
の
ワ
キ
「
今
日
の
雨
中
へ
・
・
に
跳
ぶ 

 

「
花
筐
」
＝
六
丁
裏
の
シ
テ
「
君
が
住
む
・
・
よ
り
省
き
、
八
丁
表
の
ツ
レ
「
あ
ら
か
な
し
や
・
・
へ
跳
ぶ 

 

「
歌
占
」
＝
九
丁
裏
の
次
第
、
ク
リ
、
サ
シ
を
省
き
、
ク
セ
へ
跳
ぶ 

 
 

注
② 

連
吟
の
範
囲
の
範
囲 

 

「
梅
」
＝
サ
シ
及
び
ク
セ 

 

「
田
村
」
＝
ク
セ
と
ロ
ン
ギ
（
ク
セ
の
最
初
の
一
句
は
シ
テ
が
謡
う
） 

 

「
杜
若
」
＝
サ
シ
及
び
ク
セ 

 

「
柏
崎
」
＝
十
五
丁
裏
の
シ
テ
「
さ
れ
ば
初
め
の
・
・
よ
り
最
後
ま
で 

 

「
山
姥
」
＝
十
二
丁
裏
の
シ
テ
「
然
れ
ば
人
間
の
・
・
よ
り
最
後
ま
で 

 

注
③ 

昼
食
は
各
自
で
弁
当
な
ど
を
ご
用
意
下
さ
い
。
ま
た
、
飲
み
物
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

注
④ 

会
費
は
白
謡
会
既
定
の
役
料
に
懇
親
会
費
等
を
基
本
会
費
と
し
て
加
算
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
各
自
で
当
日
に 

 

会
計
幹
事
（
小
林
様
、
越
後
隆
様
、
三
野
様
）
に
お
支
払
い
下
さ
い
。 

注
⑤ 

会
の
終
了
後
、「
一
の
蔵
」
で
、
簡
単
な
新
年
会
を
催
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
０
１
・
０
９
版
） 


